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1.  平成24年9月期第1四半期の連結業績（平成23年10月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年9月期第1四半期 8,087 2.3 167 △42.3 142 △19.8 118 ―

23年9月期第1四半期 7,904 6.9 290 77.7 178 14.9 △272 ―

（注）包括利益 24年9月期第1四半期 116百万円 （―％） 23年9月期第1四半期 △270百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年9月期第1四半期 1,665.51 ―

23年9月期第1四半期 △4,714.14 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年9月期第1四半期 20,526 6,005 29.3 84,403.80
23年9月期 19,181 6,011 31.3 84,492.09

（参考） 自己資本   24年9月期第1四半期  6,092百万円 23年9月期  3,154百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年9月期 ― 0.00 ― 500.00 500.00

24年9月期 ―

24年9月期（予想） 0.00 ― 500.00 500.00

3.  平成24年9月期の連結業績予想（平成23年10月1日～平成24年9月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 15,543 1.8 456 1.1 349 0.0 301 ― 4,234.24
通期 29,954 0.7 795 13.1 582 26.2 372 ― 5,232.13



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、平成24年２月９日付にて、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続
は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年9月期1Q 71,147 株 23年9月期 57,700 株

② 期末自己株式数 24年9月期1Q 535 株 23年9月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年9月期1Q 71,071 株 23年9月期1Q 57,700 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況で、電源供

給の制約やタイ大洪水・欧州の債務危機などにより景気の下振れリスクが存在すると言われているなかで推移いた

しました。 

 このような状況のもと、当社グループは「思い立ったら即実行 実行力が会社を変える」を経営方針として、お

客様に感極まるサービスを提供できるように取り組んでまいりました。 

 店舗の出店及び閉店につきましては、外食事業２店舗出店、テイクアウト事業１店舗出店、３店舗の分離と子会

社間の異動により、当第１四半期末の店舗数は、258店舗となりました。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高80億87百万円（前年同期比102.3％）、営業利益１億

67百万円（前年同期比57.7％）、経常利益１億42百万円（前年同期比80.2％）、四半期純利益１億18百万円（前年

同期は四半期純損失２億72百万円）となりました。 

 なお、セグメントの状況は次のとおりであります。 

  

（外食事業） 

 昨年に引き続きテレビコマーシャルを重要な広告媒体としてとらえ、お客様に梅の花をより一層アピール出来る

ようにシリーズ化いたしております。また、和食の店でも洋食を取り入れたクリスマス懐石を提供するなど、新た

な試みにもチャレンジいたしました。 

 出店及び閉店につきましては、梅の花は、10月に「立川店（東京都）」、11月に「岡山店（岡山県）」を出店し

68店舗、チャイナ梅の花４店舗、かにしげ３店舗、その他店舗３店舗となりました。従いまして、外食事業の全店

舗数は78店舗、売上高は51億21百万円（前年同期比101.9％）、セグメント利益３億24百万円（前年同期比

88.7％）となりました。 

  

（テイクアウト事業） 

 梅の花テイクアウト店に続き、当期より古市庵テイクアウト店につきましても、おせちの取り扱いを始めており

売上の拡大に努めております。 

 出店及び閉店につきましては、古市庵テイクアウト店は変更がなく、138店舗であります。 

 梅の花テイクアウト店は、10月に「山口井筒屋店（山口県）」、「堺北花田阪急店（大阪府）」、「仙台セルバ

店（宮城県）」以上３店舗を古市庵テイクアウト店より分離移管し、33店舗となりました。 

 その他店舗は、11月に「千林商店街店（大阪府）」を出店し、９店舗となりました。 

 従いまして、テイクアウト事業の全店舗数は180店舗、売上高は29億66百万円（前年同期比103.0％）、セグメン

ト利益85百万円（前年同期比53.1％）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末と比べ13億45百万円増加し、205億26

百万円となりました。これは主に、現金及び預金が８億55百万円、季節要因により売掛金が４億62百万円増加した

ことによるものであります。 

 負債の部につきましては、前連結会計年度末と比べ13億51百万円増加し、145億21百万円となりました。これは

主に、季節要因により買掛金及び未払金が６億89百万円、短期借入金が７億円増加したことによるものでありま

す。 

 純資産の部につきましては、前連結会計年度末と比べ６百万円減少し、60億５百万円となりました。これは主

に、利益剰余金が82百万円増加し、自己株式の取得により株主資本が87百万円減少したことによるものでありま

す。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 連結業績予想につきましては、平成23年11月14日の決算短信で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通

期の連結業績予想に変更はありません。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年９月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,808,043 2,663,104

売掛金 1,244,320 1,706,722

商品及び製品 59,916 73,485

原材料及び貯蔵品 148,353 233,033

繰延税金資産 327,744 294,470

その他 451,910 541,838

貸倒引当金 △1,758 △1,758

流動資産合計 4,038,530 5,510,897

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,622,752 6,962,923

機械装置及び運搬具（純額） 148,468 146,481

土地 4,639,687 4,639,687

建設仮勘定 484,263 1,992

その他（純額） 519,205 597,903

有形固定資産合計 12,414,377 12,348,987

無形固定資産   

のれん 693,794 664,886

その他 79,996 75,918

無形固定資産合計 773,790 740,804

投資その他の資産   

投資有価証券 57,176 55,809

長期貸付金 77,788 77,729

繰延税金資産 53,818 75,765

敷金及び保証金 1,688,518 1,643,923

その他 153,503 151,166

貸倒引当金 △76,468 △78,735

投資その他の資産合計 1,954,337 1,925,659

固定資産合計 15,142,505 15,015,451

資産合計 19,181,036 20,526,349



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年９月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 575,074 980,632

短期借入金 1,300,000 2,000,000

1年内返済予定の長期借入金 2,473,388 2,488,755

未払金 1,159,325 1,443,488

未払法人税等 39,400 40,560

賞与引当金 241,300 128,500

ポイント引当金 106,945 110,022

その他 651,849 792,481

流動負債合計 6,547,282 7,984,440

固定負債   

長期借入金 5,184,176 5,116,625

退職給付引当金 141,620 148,275

デリバティブ債務 488,912 452,609

資産除去債務 608,328 616,891

その他 199,357 202,431

固定負債合計 6,622,395 6,536,832

負債合計 13,169,677 14,521,272

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,804,852 3,804,852

資本剰余金 3,181,841 3,181,841

利益剰余金 △969,856 △887,060

自己株式 － △87,594

株主資本合計 6,016,837 6,012,039

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △752 △2,236

為替換算調整勘定 △4,725 △4,725

その他の包括利益累計額合計 △5,478 △6,962

純資産合計 6,011,359 6,005,077

負債純資産合計 19,181,036 20,526,349



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年10月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 7,904,860 8,087,813

売上原価 2,301,993 2,341,652

売上総利益 5,602,866 5,746,160

販売費及び一般管理費 5,312,332 5,578,590

営業利益 290,534 167,569

営業外収益   

受取利息 1,330 1,075

受取配当金 109 845

受取手数料 2,052 1,939

デリバティブ評価益 － 10,487

雑収入 12,370 8,632

営業外収益合計 15,862 22,980

営業外費用   

支払利息 43,884 31,739

デリバティブ評価損 71,888 －

雑損失 12,594 16,118

営業外費用合計 128,368 47,858

経常利益 178,028 142,691

特別利益   

貸倒引当金戻入額 500 －

特別利益合計 500 －

特別損失   

固定資産除売却損 1,207 3,589

投資有価証券評価損 13 546

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 369,023 －

減損損失 － 775

特別損失合計 370,243 4,911

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△191,714 137,780

法人税、住民税及び事業税 6,314 8,819

法人税等調整額 73,977 10,590

法人税等合計 80,291 19,410

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△272,006 118,369

四半期純利益又は四半期純損失（△） △272,006 118,369



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年10月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△272,006 118,369

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,629 △1,484

その他の包括利益合計 1,629 △1,484

四半期包括利益 △270,377 116,885

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △270,377 116,885

少数株主に係る四半期包括利益 － －



 該当事項はありません。 

  

（セグメント情報） 

 Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

 （注）１ セグメント利益の調整額△236,014千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま 

す。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年10月１日 至 平成23年12月31日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：千円）

 （注）１ セグメント利益の調整額△242,379千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  報告セグメント  

調整額 

（注）１  

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２  

  外食事業 
テイクアウト

事業  
計  

売上高           

(1）外部顧客への売上高  5,026,224  2,878,635  7,904,860  ―  7,904,860

(2）セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
 1,663  20,572  22,236  △22,236  ―

計  5,027,888  2,899,208  7,927,097  △22,236  7,904,860

セグメント利益   366,087  160,461  526,548  △236,014  290,534

  報告セグメント  

調整額 

（注）１  

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２  

  外食事業 
テイクアウト

事業  
計  

売上高           

(1）外部顧客への売上高  5,121,527  2,966,285  8,087,813  －  8,087,813

(2）セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
 2,522  18,192  20,715  △20,715  －

計  5,124,050  2,984,478  8,108,528  △20,715  8,087,813

セグメント利益   324,800  85,148  409,949  △242,379  167,569



 当社は、平成23年12月５日開催の取締役会決議により、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得を実施いたしました。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間末において、自己株式は87,594千円となっております。 

  

 該当事項はありません。 

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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